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国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
三
〇
周
年
を
祝
す

川
　
勝
　
平
　
太

日
文
研
創
立
三
〇
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

正
式
名
称
「
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
「
日
文
研
」「
ニ
チ
ブ
ン
ケ
ン
」‘N

ichibunken ’

の
名
で

世
界
に
お
け
る
日
本
研
究
の
メ
ッ
カ
と
し
て
内
外
で
広
く
通
用
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
三
〇
年
間
の
成
果

の
現
れ
で
あ
り
、
ご
同
慶
の
至
り
で
す
。

英
語
の
正
式
名
称
はInternational R

esearch C
enter for Japanese Studies

で
す
が
、
私
がJapanese 

Studies

の
名
を
も
つ
海
外
の
研
究
機
関
を
最
初
に
知
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
の
こ
と
で
し
た
。
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
のN

issan Institute of Japanese Studies

（
日
産
日
本
研
究
所
）
で
す
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
希
望
と
日
産
自
動
車
（
株
）
の
援
助
と
が
相
俟
っ
て
一
九
八
一
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の

開
設
記
念
式
典
な
ど
に
日
本
人
留
学
生
代
表
と
し
て
招
か
れ
た
の
で
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
日
文
研
の
創

設
に
先
立
つ
こ
と
六
年
前
で
し
た
。

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
はInstitute

が
当
時
、O

riental Institute

（
東
洋
研
究
所
）、Institute of 

A
gricultural E

conom
ics

（
農
業
経
済
学
研
究
所
）、Institute of A

rchaeology

（
考
古
学
研
究
所
）、

Institute of E
conom

ics and Statistics

（
経
済
学
・
統
計
学
研
究
所
）、M

athem
atical Institute

（
数
学
研

究
所
）
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。Japanese Studies
が
大
学
公
設
のInstitute

に
な
っ
た
こ
と
で
、
日
本
学
が

数
学
、
経
済
学
、
考
古
学
な
ど
と
並
ぶ
学
問
と
な
っ
た

―
こ
れ
が
そ
の
時
の
感
懐
で
し
た
。



49

日
文
研
が
創
設
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
は
注
目
に
値
し
ま
す
。
世
界
の
中
の
日
本
の
地
位
が
劇
的
に

上
昇
し
た
か
ら
で
す
。
そ
の
前
の
七
〇
年
代
に
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
世
界
経
済
を
襲
い
ま
し
た
が
、
そ
の
危
機

を
最
も
見
事
に
切
り
抜
け
た
の
は
日
本
経
済
で
、
七
〇
年
代
末
に
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
の
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー

ゲ
ル
教
授
が
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・N

o.1

』
を
著
し
ま
し
た
。

一
九
八
五
年
、
先
進
国
首
脳
の
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
が
あ
り
ま
し
た
。
円
の
対
ド
ル
相
場
を
一
気
に
二
倍
に
す

る
ほ
ど
の
激
し
い
円
高
誘
導
を
決
め
た
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
本
製
品
に
は
、
価
格
で
も
品
質

で
も
、
欧
米
製
品
が
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
、
世
界
経
済
に
占
め
る
日
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が

際
だ
っ
た
の
で
す
。

同
じ
一
九
八
五
年
、
京
都
賞
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
先
端
技
術
・
基
礎
科
学
・
思
想
芸
術
の
三
部
門
か
ら
な

る
国
際
賞
で
す
。
毎
年
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
学
者
・
思
想
家
・
芸
術
家
が
選
ば
れ
ま
す
。
数
あ
る
国
際
賞
の
な

か
で
の
特
徴
は
関
連
部
門
の
「
最
高
の
人
」
を
日
本
人
の
み
で
選
考
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
選
考
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
、
日
本
人
の
知
的
水
準
が
一
九
八
〇
年
代
半
ば
に
は
世
界
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
た
証
し
で
す
。

八
〇
年
代
の
日
本
人
学
者
の
研
究
成
果
が
続
々
と
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
の
は
少
し
後
に
な
り
ま
す
。
二
一

世
紀
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
数
は
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
で
日
本
が
世
界
第
二
位
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ

ラ
ン
ス
な
ど
を
寄
せ
付
け
ま
せ
ん
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
日
本
人
の
研
究
は
だ
い
た
い
八
〇
年
代
の
も
の
で

す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
、
文
学
賞
と
平
和
賞
を
の
ぞ
け
ば
、
物
理
学
賞
、
化
学
賞
、
医
学
・
生
理
学
賞
、
経
済
学

賞
な
ど
「
洋
学
」
の
賞
か
ら
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
「
洋
学
」
の
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
本
場
の
西
洋
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
学
者
を
続
々
と
輩
出
で
き
て
い
る
の
は
、
非
西
洋
圏
で
は
日
本
だ
け
で
す
。

そ
の
こ
と
の
意
義
は
何
で
し
ょ
う
か
。
西
洋
由
来
の
学
問
（
洋
学
）
は
、
江
戸
期
に
は
蘭
学
と
し
て
、
明
治

期
以
降
は
滔
々
と
舶
来
し
ま
し
た
。
明
治
維
新
期
に
は
洋
学
を
教
え
ら
れ
る
日
本
人
が
お
ら
ず
「
お
雇
い
外
国
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人
」
に
頼
り
ま
し
た
が
、
留
学
生
を
欧
米
に
派
遣
し
て
現
場
で
学
ば
せ
、
国
内
で
は
明
治
中
期
か
ら
洋
学
の
全

分
野
に
わ
た
る
翻
訳
運
動
を
す
す
め
、
大
正
期
に
は
日
本
人
が
日
本
語
で
洋
学
の
中
身
を
習
得
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
西
洋
の
ど
の
国
の
文
学
も
翻
訳
さ
れ
、「
世
界
文
学
全
集
」
が
何
度
も
編
ま
れ
て
い
ま
す
。
洋

学
の
全
領
域
の
摂
取
に
百
年
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
後
は
洋
学
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
に
し
ま
し

た
。
洋
学
摂
取
の
時
代
が
一
区
切
り
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

Japanese Studies

は
日
本
に
お
け
る
学
問
史
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本

史
を
大
ま
か
に
古
代
・
中
世
、
近
世
、
近
代
に
わ
け
る
と
、
各
時
代
の
主
流
の
学
問
が
あ
り
ま
す
。
古
代
・
中

世
は
仏
教
、
近
世
は
儒
学
、
近
代
は
洋
学
で
す
。
い
ず
れ
も
舶
来
の
学
問
で
、
国
づ
く
り
の
戦
略
と
し
て
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
仏
教
は
鎮
護
国
家
を
、
儒
学
は
徳
治
国
家
を
、
洋
学
は
国
の
西
洋
化
を
目
的
に
国
家
が
旗
を
振

り
積
極
的
に
受
容
し
ま
し
た
。

古
代
の
仏
教
は
隋
・
唐
代
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
八
九
四
年
に
菅
原
道
真
が
遣
唐
使
派
遣
の
中

止
を
建
議
し
た
こ
ろ
か
ら
自
家
薬
籠
中
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
中
世
の
仏
教
の
新
味
は
禅
で
す
。
禅
の
自
力
本

願
は
鎌
倉
武
士
の
死
生
観
に
か
な
い
、
武
家
社
会
の
根
幹
を
な
す
思
想
と
し
て
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
禅
は
、
栄

西
・
道
元
・
聖
一
国
師
な
ど
留
学
生
だ
け
で
な
く
、
南
宋
が
一
三
世
紀
末
に
滅
ぶ
前
後
に
亡
命
し
て
き
た
中
国

人
禅
僧
学
者
が
、
北
条
氏
の
保
護
の
も
と
で
、
鎌
倉
五
山
を
興
し
た
の
が
発
展
の
基
礎
に
な
り
ま
し
た
。
禅

は
、
室
町
の
足
利
氏
も
保
護
し
、
京
都
五
山
が
確
立
し
た
こ
ろ
か
ら
自
家
薬
籠
中
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

「
ゼ
ン
（Zen

）」
は
中
国
音
で
も
梵
語
音
で
も
な
く
日
本
語
の
発
音
で
あ
り
、
そ
れ
は
日
本
の
禅
が
世
界
に
通

用
し
て
い
る
証
で
す
。
江
戸
期
の
儒
学
は
中
国
の
古
典
の
習
得
に
あ
き
た
ら
ず
、
日
本
の
古
典
（
古
事
記
・
万

葉
集
）
を
重
視
す
る
国
学
者
が
台
頭
す
る
こ
ろ
か
ら
自
家
薬
籠
中
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

近
代
日
本
の
洋
学
が
自
家
薬
籠
中
の
も
の
に
な
っ
た
の
は
前
述
の
よ
う
に
一
九
八
〇
年
前
後
の
こ
ろ
で
す
。
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私
の
専
門
は
経
済
学
で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
に
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
て
い
ま
し
た
が
、
邦
訳
や
日
本
人
学
者
の
文

献
で
勉
強
し
た
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
水
準
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
学
者
と
ま
っ
た
く
遜
色
な
い
こ
と
を
知
っ
て
拍
子

抜
け
す
る
と
と
も
に
自
信
を
も
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

八
〇
年
代
に
は
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
目
指
す
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
八
〇
年
代
に
「
留

学
生
十
万
人
計
画
」
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
期
に
は
い
る
と
日
本
人
の
海
外
留
学
よ
り
海
外
か
ら
日
本
へ

の
留
学
生
の
数
が
上
回
り
ま
す
。
日
本
か
ら
の
留
学
は
六
万
人
く
ら
い
で
頭
打
ち
に
な
り
、
海
外
か
ら
の
留
学

生
の
数
は
毎
年
数
千
人
の
規
模
で
増
え
続
け
て
お
り
、
現
在
は
二
〇
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
青
年
は
憧
れ
る

国
に
留
学
し
ま
す
。
日
本
の
青
年
が
か
つ
て
憧
れ
た
欧
米
諸
国
は
そ
う
で
は
な
く
な
り
、
逆
に
、
海
外
の
青
年

が
日
本
に
憧
れ
て
来
日
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
海
外
の
青
年
は
何
を
教
わ
り
た
く
て
来
日
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
石
川

県
は
海
外
か
ら
日
本
に
留
学
し
て
い
る
百
カ
国
を
超
す
留
学
生
を
相
手
に
「
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
ン
ト
」
と
い
う
夏

期
大
学
を
八
〇
年
代
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
当
初
は
国
際
経
済
、
国
際
政
治
、
地
球

環
境
な
ど
で
し
た
が
、
留
学
生
が
そ
れ
ら
よ
り
も
加
賀
・
能
登
の
文
化
や
歴
史
に
圧
倒
的
に
関
心
の
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
一
〇
年
経
っ
た
頃
か
ら
、
加
賀
百
万
石
、
能
・
狂
言
、
加
賀
・
能
登
の
工
芸
（
友
禅
、
漆
器
、
九

谷
焼
）、
加
賀
料
理
・
和
菓
子
、
能
登
の
風
物
、
日
本
人
の
生
活
習
慣
、
加
賀
出
身
の
西
田
幾
多
郎
・
鈴
木
大

拙
の
紹
介
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
「
ふ
る
さ
と
学
」
と
称
し
、
す
っ
か
り
定
着

し
ま
し
た
。
外
国
人
学
生
に
地
域
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。
石
川
県
総
体
が

フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
り
テ
キ
ス
ト
で
す
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
日
本
各
地
で
例
え
ば
「
東
北
学
」「
京
都
学
」「
長
崎

学
」「
薩
摩
学
」
等
々
の
地
域
学
が
勃
興
し
、
一
般
市
民
を
相
手
に
「
検
定
試
験
」
ま
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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私
が
預
か
っ
て
い
る
静
岡
県
で
は
平
成
二
五
年
六
月
に
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
と
な
り
ま
し
た
。
以
来
、

今
月
（
平
成
二
八
年
十
二
月
）
ま
で
四
三
ケ
月
の
間
に
茶
畑
（
世
界
農
業
遺
産
）、
南
ア
ル
プ
ス
（
ユ
ネ
ス
コ
・

エ
コ
パ
ー
ク
）、
駿
河
湾
（
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
の
認
定
）、
源
兵
衛
川
（
世
界
灌
漑
遺
産
）
等
々
、
な
ん
と

四
四
件
の
地
域
資
源
・
人
材
が
世
界
ク
ラ
ス
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
均
す
る
と
一
ケ
月
に
一
件
の
認
定
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
す
。
静
岡
県
だ
け
で
そ
う
で
す
か
ら
、
ま
し
て
全
国
に
お
い
て

を
や
と
い
う
こ
と
で
す
。

学
問
は
そ
れ
が
生
ま
れ
た
風
土
と
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
済
学
の
父
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
『
国
富
論
』

は
分
業
と
自
由
貿
易
を
主
張
し
て
い
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
経
済
論
で
す
。
マ
ル
ク
ス
の

『
資
本
論
』
も
叙
述
の
八
割
は
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
実
証
分
析
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
日
本
の
現
実

と
違
う
の
は
当
た
り
前
で
す
が
、
そ
れ
で
も
学
ぶ
の
は
理
論
を
通
し
て
イ
ギ
リ
ス
を
日
本
が
目
指
す
べ
き
現
実

の
モ
デ
ル
と
し
た
か
ら
で
す
。
今
や
日
本
が
諸
外
国
か
ら
学
ば
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、Japanese Studies

に
か
か
わ
る
最
大
に
し
て
本
質
的
な
問
い
は
「
日
本
と
は
何
か
」
と
い
う
も
の

で
し
ょ
う
。
日
文
研
創
設
者
の
梅
原
猛
氏
の
広
範
囲
の
関
心
も
、
中
心
は
そ
の
問
い
を
め
ぐ
る
も
の
と
い
え
ま

す
。
仏
教
に
は
個
人
の
生
死
か
ら
宇
宙
に
お
よ
ぶ
世
界
哲
学
、
儒
教
に
は
『
論
語
』
を
軸
に
し
た
人
生
哲
学
、

洋
学
に
は
キ
リ
ス
ト
教
が
あ
り
ま
す
。
で
はJapanese Studies

に
お
け
る
そ
れ
に
あ
た
る
の
は
何
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
回
答
と
し
て
梅
原
氏
は
「
人
類
哲
学
」
を
提
起
し
ま
し
た
（『
人
類
哲
学
序
説
』
岩
波
新
書
、

二
〇
一
三
年
）。

人
種
・
宗
教
・
地
域
を
超
え
た
「
人
類
哲
学
」
を
日
本
が
唱
え
う
る
根
拠
は
何
で
し
ょ
う
か
。
人
類
に
は
全

体
性
が
あ
り
ま
す
。
全
体
性
の
根
拠
の
一
つ
は
日
本
古
代
に
見
出
さ
れ
ま
す
。
古
代
日
本
に
仏
教
や
儒
教
が
伝

わ
っ
た
こ
と
は
常
識
で
す
が
、
梅
原
氏
の
『
翁
と
河
勝
』
や
井
上
章
一
氏
の
『
キ
リ
ス
ト
教
と
日
本
人
』（
講
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談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
一
年
）
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
が
濃
厚
で
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
文
研
の
近
く
、
太
秦
の
広
隆
寺
に
半
跏
思
惟
像
弥
勒
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
六
〇
三
年
に
聖
徳
太
子
が
秦
河
勝
に
下
賜
し
た
弥
勒
の
像
で
す
。
弥
勒
は
梵
語
の
「
マ
イ
ト
レ
ー

ヤ
」
の
漢
字
表
現
で
す
が
、
古
代
ペ
ル
シ
ャ
語
の
ミ
ト
ラ
（
ミ
ス
ラ
）
の
転
訛
で
す
。
ミ
ト
ラ
は
ア
フ
ラ
・
マ

ズ
ダ
と
並
ぶ
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
神
で
す
。
弥
勒
に
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の
影
も
濃
い
の
で
す
。

そ
も
そ
も
弥
勒
が
「
像
」
で
あ
る
こ
と
自
体
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
イ
ン
ド
遠
征
の
遺
産
と
し
て
ギ
リ

シ
ャ
の
彫
刻
文
化
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
入
っ
た
帰
結
で
す
か
ら
、
ギ
リ
シ
ャ
文
化
も
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で

す
。正

倉
院
の
一
万
点
に
及
ぶ
宝
物
は
、
朝
鮮
半
島
、
中
国
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
そ
の
周
辺
地
域
、
イ
ン
ド
な
ど

南
ア
ジ
ア
、
ペ
ル
シ
ャ
と
そ
の
西
の
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
に
及
ん
で
い
ま
す
。
飛
鳥
・
奈
良
の
古
代
日
本
に
は

「
汎
ユ
ー
ラ
シ
ア
」
と
形
容
す
べ
き
全
体
性
が
胚
胎
し
て
い
ま
し
た
。

飛
鳥
・
奈
良
の
古
代
日
本
に
蒔
か
れ
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
各
地
の
種
が
、
縄
文
文
化
と
弥
生
文
化
と
に
耕
さ
れ
て

い
た
肥
沃
な
大
地
の
上
に
順
次
花
開
い
て
き
た
の
が
日
本
の
歴
史
で
あ
り
、
い
わ
ば
即
自
態
と
し
て
の
全
体
性

が
徐
々
に
対
自
化
さ
れ
て
き
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
即
自
態
と
し
て
の
、
日
本
の
全
体
性
を
対
自
化
し

た
最
新
の
成
果
が
人
類
哲
学
の
提
示
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
日
文
研
のJapanese Studies

は
国
際
性
・
学

際
性
・
総
合
性
を
備
え
て
い
ま
す
。
日
文
研
の
存
在
は
使
命
的
で
す
。

（
静
岡
県
知
事
）


